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c）炭　　量

炭量に就いては炭暦も薄く，炭質の攣化も比較的多く

且つ地質構造の頂に於て既述したように，多敷の蜥暦に、

より切断されて，複雑な賦存歌態にあるので，炭量計算

は比較的安定・した部分のみを行つた。
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暦名炭暦名

赤弔暦

赤間暦

合計

C暦

，M暦，

誹水準下200m
迄・　　　93。000t

携水準下100m
迄、、　54・000t

　　117．000t

携水準下400mi12．000t
迄　　　　　29．000t

排水準下300m269．000t，
迄　　　215．000t

　　406彫000t382．000t

　　　　　7．紬、　論’・
10美唄爽炭暦は南から北へ亥第に沈下するが，北東

部ではゴ北西～南東性の階段断暦群のためにうかなりの

／
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程度に浮上がる。（淺くなる）その推定深度に1ついて

は，構造の項参照。

20赤亭，赤聞暦中中炭暦の中各」暦は・かなり有望

で赤聞澤の一部では断暦も比較的少なく・享地條件とし

ての地形も障害にならない。

3。美唄爽淡暦，赤李層，赤問暦㌍炭暦の地下深度を

できるだけ適確にするため，ボーリングが施行されるこ・

と》うζ望しし、o　、　　　　．　　　　　　　．　　　、

4。瀧川層は比較的薄いことと1赤間部轍粁上流よ

O，同部落の人が探取したという濠は驚川暦に驕しない

亜淡であるので今後残された間題としてに大谷7赤聞爾、

澤の上流には，瀧川暦の下に窓となつて，石狩暦群中の

或暦が露出する可能陸があり，これを確める事である。

553．94：550。8（524）
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北海道山部炭田占冠地匠及び穗別炭田穗別地運調査瀞

　　佐藤　蔑轍藩原清人鈴木泰輔
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e
x
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here　are　found　intermittently70wing　to　the

聾淡田調査速報

簡燃料部
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i
ntensely　fol（ied　structure．The　coal　bearing至or賜　1

mation（Low．Kawabata　formation）covers　the

　　　　　　　　　　　　　アIarge　area　in　Hlobetsu　district，　an（1　the　coa1　、

seams3re　also　intermittent　h鑓e　because　of　一
’
t
h e　special　environment　in　the　sedimentary　pr

・cessandthec・血Plicatedstructureinge・10gy，

　　The　coa1ごeser▽es　are　bstimated・only　about

100，000tons　ili　the　two　districts　at．totaL．

Therefore　the　exploitation　　in　the忌e　area　　is

concidered　to　be　difficult　under　the　present、

statロ＄oft疑ee“ono鱒・

　　　　1・申部：炭田占冠地琿

　　　　1．　目的・精度・期閻
地匿内の爽炭暦の規模，炭暦の賦存状況を明かにL，

現在採炭準備中の地域の埋藏淡量を究明し將來の企業計

書の資とすること奪目的として概査（縮尺1／5萬）及ぴ

f　44
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精査（縮尺1／5萬）を行つた。地形圖は地理調査所護行

の1／5，萬地形圖及び本所の藤本蝋藏，佐藤優爾按官によ

つて實測された1／1萬地形圖を用いた。野外調査期問は

昭和23年7月10日より9月5日迄の58日聞であるo

2。・　4立置●…交逼

’〔位匿〕概査匝域は菰海道釧路本線金山騨の南方直距

離約15kmに當る勇挽郡占冠村を略中心とする面積約

90km2の優域で・精査匿域は概査遍域の略中央離の面積

約12km2の逼：域であるo調査逼域は大部分新北海道炭鑛

株式會肚（本肚：東京都中央匿銀座西8丁目3番地）所

有の鑛匠に騰する。

　〔褒通〕北方には傘山騨一占冠聞（約16km）』南方に

は占冠一中央‘日高一亭取騨聞（約65km）には乗合自

・動車の便が季り早般交通は割合に便利であるガ，爾着共

距離，地形，氣象め鮎よわ重量脇蓮搬の便は不良である。
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ズ

、

　　3．地　・質』
．第1表占冠炭田暦序表

層　 序●『

沖　積　暦

時　 代

河岸段丘堆積暦’

占冠爽淡暦
（下部川端暦）

第四紀・

』新．第三紀

中』新世

醇1岩質
1粘土・砂』礫

匝 礫

化
、
　

石・

　1泥岩，細粒砂岩　・瓦o砂脚、αs伽伽4εs
2・・畢1，塞底．礫馨Y。K。，AM幽！騨

翻順岩圃上部蛭紀，

トマム　　　i中部一下部
砂岩頁岩互暦　白　璽　綿
　　　　1
ニセ祠

沙流川層．
．先白璽紀

　1頁　・岩
800刑凝灰岩，砂岩の薄

　　暦を挾む

1％00俳α形Z6S、・60πω？Z〃2伽S

oos如伽s　N　AGAo　et

MATUMOTO
，∫」？ZOεS∫z‘s　JIMBO

剛離礁魏
砂　　　岩
礫質砂岩
輝線凝友岩
チ　ヤ　ー　ト
千枚岩質粘板岩

珪質砂岩

備　 考

＜後川端地攣

輝緑岩？（蛇練岩？）逆入に
件う
後火成作用マ

）

蛇紋岩逆入

ノ

　本地匿の地質は，下位より外観非常に古い感じのサる，、

沙流川暦（先白璽紀），ニセウ層（同上），トマム砂岩頁岩

互暦（中部乃至下部白璽紀），穗別頁岩暦（上部白墓紀），＿

　ク上記各暦を著しい傾斜不整合に被覆する占冠爽表暦G新
第三紀）及び沙流川属，柏璽紀暦中に滋入する蛇紋岩等

よわ成る。占冠爽炭暦は，積極的な資親は碍られなかつ

たが，岩相。小敷の貝化石及び堆積環境より考察するに9，

川端暦下部に封比するのが最も妥當と、思われる。本暦は

自地匠の西部gベンケニニウ川，パンケニニウ川附近を除　，

いては分布が極めて狭少宅，地匠の略中央部に南北方向

に並んで黙在するに過ぎない。

　本地琶に於て最も重要な意義を有する笙珠別蜥暦（正

断層？）は地匠の略中央部を曲折しながら南北に縦走し

北部では北西方向に攣じ芦別岳， 夕張岳の中央附近に延

びているもの」ようであるo本蜥暦により，ト，マみ砂岩

頁岩互暦の大部分は欠除し，穗別頁岩暦が直接沙流川暦

　と接する。叉この断暦は占冠來炭暦を切断せず占冠爽表

層堆積以前の蓮動に驕するものであるが，本断層附璋の

占冠爽炭暦が特に擾鰍されているのは，讐珠別蜥暦蓮動

、』が占冠來炭暦堆樟時或はそれ以後迄影響していたためと

、愚われる6他に敷條の東西乃至北東一南西方向の断暦が

あるが，その性質ほ明かでない。讐珠別断暦以東の白要

紀暦は，パンケシユル川の東方約500mあ地融を南北に

走る向斜軸を有し7其向斜は東傾斜（約70。）の向斜軸

面を有する複難な逆轄向斜である。同断層以西に廣く分

’布する沙流川暦は南北方向の糟曲軸を有する複雑な構造

を形成しているもの味うであるが明かでない。占㌻鋏

表暦はN30QEパN30。Wの繍曲軸を有する繕曲構造を形

成する。

4，石炭（第2圖　ご

　参照）

　〔賦荏状況〕操暦は占

冠來淡暦下部に1～3暦賦

存し，膨縮が著しく蓮綾、、

，＼性が乏しいo叉炭暦は激『

・し’く糟曲し露頭では局部

的な横臥繕曲も見られ’

るo炭暦の規膜はベンケ

ユニウ川，パンケニニウ

川附近（A匿域）を除い・

ては極めて小さいo　A逼1

域の炭暦の朕況は明かで

ないが，爽壕暦は断暦及

び南』b性の糟曲による複

難な構造を形成するoべ

ペンル川下流北方（B逼：

域）φ炭暦は北西一南東

方向の軸を有する向斜構

・造を示すが，炭暦ぱ南西

46

D　　D　　　C　　 B医　　仮　　　区　　 区，・

域　　 胤　　 域　　 域．
ぼ　　　　ニぼ　こゆこぼヨリミつごドル

力
‘3りつ

％

60＿一

5一”一

　7

　　　だが　　　　　　 ロ　　ド

　…黙辮・

6。胃甲r，

翼にのタ鍵し北東翼に藍騨炭

蜆ら撫硲ぺ蕩勢蔀，＿
製喜灘畠繍欝貨嘆鳳
第2圖・⇒ヒ晦避

山部炭田占鐸

地匪炭柱圖

匿コ粘　土
團表　許
囮‘盒職襯，、
菖漂纏窺壼⊂．1
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　　40Q乃至壷直め逆轄向斜構造を示すが，東翼では蜥暦の

　　一爲め炭暦が欠除しているoトマム川とパンケシユル川と

　　ρ合流鮎西方（D匠域）の炭層は北東一南西方向に細長

　　く分布し，南東に50。～70。傾斜するi逆韓向斜構造を形

　　成しているものと思おれるが，この向斜構造はD匿域南

　　東縁に於ける穗別頁岩暦との不整合が確認されなければ

／F　確言するこ，とは難しい。一上記の他に地麗の北部湯め澤

　　（嘔域）・地励輔クラウンナイ澤（F匪域）溶㌣・

　　ル川中流てG匿域）にも露頭は見られるが，いづれも向

　　斜構造を示し規模は極めて小ざいo上記各匿域聞に於て

　　は勿論，匠域内に於ても炭暦の封比は極めて難しいo淡

丈は露頭にて1・5～0・3mである。上雌・下盤は共に軟

質次色泥岩で，上盤には多《の植物遣片が含まれている

ととがあるが，逆韓している場合は眞あ上盤・下盤の識

別は困難で南る◎

　〔炭質〕當地の石炭は肉眼的には淡黒色で殆んど輝炭

のみから成る部分と， 輝衆と暗淡が細い縞歌を成す部分

　　　　　　　　　　　　　　ぺ≧がある。炭理は∵般に不規側で麺曲している部分が多

く割合に溢靱である。次表は露頭より採取した淡丈亭均

資料の分析結果である。獲熱量の黙より見れば褐炭に近

．いが燃料比が1～1．5で割合に高い黙より不粘結性低度璽

曳青炭に驕するものと考えられる。

第2表北海道山部炭田占冠地匿石炭分析表　　昭和24年3月2日　簡地質調査所分析課

Nol

1
2
3
4
・5

6．

7
8・

9’

10

11

試料採一取個所　水分％

B匿域湯澤露頭
D匿域　1加藤澤〃

〃

〃

〃　’

〃

・〃

〃

〃

〃

〃　・

〃

C匿域二坑々．内
ご匿域青木澤一坑露頭

”　”　一坑上部露頭

一　坑　湊　“丙’

友分％

9．92

6．19

6．20

13乙11

12．31

12．84

10●53

3。75

8．76

．10．22

5．25

揮畿分

　％
固定炭

素・％

12．55

16．06

8．59

17．08

24．19

20．92

28．00、

24．49

18、63

　　駿熱副　コーク
硫酬｛cal）．1卸色ス齢

35．92　41．61・

34．21・43。54

34．00　51．21

30．90　38．91

3（）．24　33．26

30．66　35．58

26．50

35．06

29．09

鴛：ll隊1：須

　｝

34．97

36．70

43．52

34148・

39。23

比重
計算　値
純炭畿熱量
　（c亀1）

α7353101淡赤褐1不粘結1．41

1：霧講慰1：ll

O．281　4650　　　”　　　　　”　　　　1．4g

O．24　　4020　　〃　　　　　〃　　　　1．46

0．40　　4220　　　”　　　　　”　　　　　1．41

’
0
．30　　39工Q　　　”　　　　　”　　　　　1．40

0・395210”弱粘結．L35
0．40115020　”　不粘結　1．40
。。221399Q“〃・、．47

α34／5・6・〃〃・・49

6917

7350

7403

6760

6480

6494

6540

7412

7022

6762

7446

燃料比

、1．16

1．129・

1．47

1．26

1．10

1。16

1．32

1．05

1．50
1こ31，

1．2串

弗

〔淡量〕精査麗域（c，P’直域）に於ては推定及び予想

理論表量は約10萬tとなり儀少である。

5．・纏　　論

　1。本炭田は現在迄過大に許優されていたが，A匠域

・を除いては爽炭暦の分布は極めて荻少で埋藏炭量ほ過少

であるo・「

　2Q一般に炭暦は不安定で漣績性を歓き摺曲が著しy《

　3。一當炭石灘と於て計書ざれつ」あるC及びD匠域の企

業化は上記の理由によわ現歌でほ極めて困難であると思

考される◎

　4・A匠域に於ては爽炭暦が複難な地質構造を形成し

て廣範園に分祐し今衝調査する必要はあるが，交通が極

めて不便である爲め埋藏炭量が多く且炭暦の歌態が相當’

』良好でなげれば，現歌では企業化は困難であろう。

1・，穗別炭田穗別地匠

1・．目的・縞度・期間

本地冨に於ける淡層の賦存状況，埋藏衆量を究明し將

來の企業計書の資とすることを目的として精査（1／1萬）

奪實施した。’地形圖は藤本辮藏・佐藤優薦技官による實

測圖を用いた。野外調査期間峠昭和23年9月6日より10．

月7日迄の32日間であるo

2．　｛立置●交蓮

〔位置〕北海道富内線（日高本線鵡川騨一富内騨聞）

穗別騨の北西約3・5kmの地黙を中心とする面種約9km2

の匿域で，地匠の大部分が穗別炭礎株式會肚（本批：東

京都世田ケ谷匿玉川田園調布2の1719）所有の鑛匿に島

するρ

咬通〕穗別騨と本∫輝聞（約515km）の道蹴亭坦

でトヲック及び馬車にて連絡ざれ喩邊の便は北海道許し

て峠良好であるo
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3．地　　質 第3表穗別’淡田暦序表

’地　暦 献1騨m 岩 石

川

砂岩泥岩

互暦端，

基底暦

暦
、

中

薪

世

600十

備 考

　i螂：　　　．
　1　　暦理明瞭な青友色乃至暗灰色細粒乃至中粒砂岩　　　　　　　　　　　　　　　「　　と友色乃至暗茨色泥岩との互暦よむ成る。
　1泥友質團塊を含む0
　1
　下部：　　友色乃至繰色泥岩を主腔とし，暗友色乃至暗友
700＋　緑色細粒乃至粗粒砂岩を挾有する◎泥岩中に泥・
　　友質團塊及蛇紋岩の亘礫を含む◎1～2暦の炭層
　　（暦厚L5fn以下）を賦存するが連綾性に乏しい。，

　　「
、50～1gol，

　　1
　　　 漸
　　　繭幌内暦
　　　世
　　　？

350十
‘

3～4枚の、灰緑黒色礫岩（礫は小豆乃至胡桃大の、一
チヤート，粘板岩，頁岩，．砂岩，線色岩等）暗
友色泥岩，砂岩よ匂なる。
幌内暦との不整合は明瞭でない。

黄友色泥岩を主膿とし，一暦の購色礫岩（長
さ30ctn以下のレンズ駅石炭を挾む）一暦の線
色乃至友線色粗懸凝友岩及多敷の淡黄色凝友質’
砂岩の薄暦を挾有する。
泥岩は風化すると表面が褐色を呈し小角片に破
一1砕される。
ド泥友質團塊を含む。，

、

y⑳e伽α雇α（CyoZoσα74∫α）

n。sp〔α海α9蕗KANEHARAに近
い〕

略

A　　　 バ　　　　　A

笹垂聡違塾
　塾
　　　　　　MO　　500　　1000　　　　2000
」一畠一r』“＿L一」

耐

じ

恵

別

りq

第3圖　北海道穂別炭田穗別地雇地質商

當地匿の暦序及び岩質は上表に示す。水晶澤第一臨暦　・

は弛匿内の主要蜥暦（正蜥暦？）で・・地匪の中央部を北

々東よわ南々酉に走り地匿の中心附璋で南東方向に2條

の支匿曙を分離郷妨である誘鞭唾庫離は明
かでないが，澁谷騨に於てほ少くとも400mはあるもの

1と推定iされるo　地逼1内の川端層は一般：走1司略N300wぞ

傾斜N：爵5～80◎或はSW20～700で，北東に60。～900傾

斜す磯曲軸面鮪する蜘勲灘乃至直立糟融翻成

している・水晶澤第燭馴卿幌離備輩糊かで・
なし♪o．

　　　4．右炭，（第4圖参照）、

〔賦存妖況〕炭暦は砂岩泥岩互暦の下部にレ）・2暦賦

存する◎探暦は膨縮が著しく極竺て薄績性に乏しいρ複

圏　睡
石炭　　劣質炭

團
泥岩

諭

坑．

　　　4　　　　5
　　　　　一一一隅4

　　　　　20一一一一
　　　　、8
　　　　　冒？．＿8．
　鵠ジ
　　50
　　アひ

羅、轟胤

　　　　　20＿一＿．．
　　　　　噛一一隔1

・匡ヨ　匹国　（N・・ゾ

粘土蔀灘1講縄
第4圖　穗別炭田穗別地匠炭柱圖
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難な波獣禰曲構琶を示している爲，炭暦は敷回反覆して

i現2）れる筈であるが，福壽坑（山丈92cnl炭丈65cm）新

・坑（山丈135cmフ炭丈100cm）を除いてほ非常に貧弱で

．殆んど認鞘撤畷合が多％爾航に於ても200mと

，漣綾を澱想することは困難である。奮坑に於ては嘗て炭

丈2m以上の露頭があつたといわれているが，小量の露
ぺ

天掘によら炭暦は殆んど浩滅し現在はその痕跡を留める

侭邉ぎない。淡暦の上盤・下盤は共に軟質友色泥岩で炭

暦力鱒軋てい硝は眞の上盤●下盤9識別蝶しい・・

〔炭質！本炭は漆黒色輝炭の良質部と黒色暗炭或は粗

悪質縞状の部分が不規則な暦歌叉はレンズ歌をなして混

つゼいる。家表は露頭より採取した炭丈亭均試料の工業

分析の結果で，叢熱量の罫ひさは褐炭に圏するが水分が少

く且つ燃料比が1・3となつて居る黙より低度濾青炭に驕

すると考える方寮愛當であるo、，1　　　　、　．　，

第4表，北海道穗別炭田穗別地匠石炭分析表　　昭和23年12且11日　　地質調査所分析

、No，1操取個所 i泉爾％i轡酬藤鞭衰繭癒繭癖聯憲．

1騰異滋銭ilii量　li聡属「野鎌珪1ユ．32

〔炭量〕推定及び豫想理論炭量は10萬t程度で僅少で

ある。げ

5。結　 論

　1。・當地庭は地形が緩かで，’交通・蓮搬の便、も割合に

腕良好であるが・埋藏量が嘩少で渥暦の膨縮尖滅ガ著しく・一、

且複難な糟曲構造を形成している爲あ∫現獣宅は企業化・』

　　　　　じは極めて困難と思われる。『

2。　本炭暦は局部白勺にはレンズ1伏に相嘗厚く叢達する

可能性が為わ・地匠外に於ても小規陣な一時的探掘の可

能な場合は考えられるが，本炭暦め延長部に於て大露頭

が叢見されたとじても愼重な調査が必要である。　1

3。本地匿の繕曲構造，蜥麿の性質に關しては更に検

討吟昧する必要があ’る。

553．94・：550．8（。524） 葎

天北炭田オンネナイ地国調査鼻一

・L　　青柳信義幣
／

R6SUm6

Geological　Surveジof　th60nnenai

　　・District　in　Tempoku

　　Coal　FieldシHokkaid6．一ト　・

by・Nob血yoミhi　Aoya瓢

　　The　Onnenai　district　lies　on　the　eastern　slope

　　o釜the　ridge，which　forms　the　boundarゾof

　　Kfねm呈，andTe曲i・pr・vinc6・Fieldsufゆwas

　　perfgrmed　in　Semptember工948，　using　the

　　t6po9「多嘩aヱ蜘q：5¢090in聯1e）・S5y＆，

　　coa1・beεぼing　bed　d圭stributed　in　the　n6rth
、　　　　　，

　　westempartofthisdi＄trict，whereasmaU

　　馨炭田調査速報

　　馨馨燃料部

anticlinal　and　sync畳inal　structure』are　shown．

This　bed　occurs　three　workable』coa1εeams．．

（2．00卑，1．90m，7．16m，in　me第n　thickpess　with。

ou、t　parting），The　writer　estimates　the　co我1

reserVes　here・bo霧h　workab1β・，and　probable，

about　4，700．000，　tons．

1。1緒　 蓄

蟄昭和23年9月九州鑛山株式會融の依頼によつて，天北

炭田オンネナイ地匠の受託調査を行6た。

　　　　　ヂ初め同肚筋有鑛匠の地形測量及び地質調査を行うよう

に申謝れたが談接す礒茅難音B纏の野外作業を

終了した測量班は，嘩に現地を引車げた後で，地形測量

は行われなかつた。

從つて，調査地匿の六部分4よ，地理調査所護行の5蔑

分9一地形圏を使用する外なかつ孝6

地形圖が不完全なのと，’緩い起伏に富む山地には，熊
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